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例  言

1.本書は、富山県富山市東老田地内に所在する東老田 I遺跡の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、新栄建設株式会社が行う店舗建設工事に先立ち、富山市教育委員会の監理のもとlal山

武考古学研究所が実施した。

3 調査面積・期間・担当者は次のとおりである。

調査面積      478ご
発掘期間      平成17年 9月 26日 ～平成17年 10月 15日

調査担当者     桐谷 優・黒岩拓也 (ltl山 武考古学研究所所員)

4.本書の執筆は I・ Ⅲ・Vを黒岩・桐谷、正を岩崎誉尋 (富山市教育委員会埋蔵文化財センター)が

行い、責は文末に記 した。

5,自然科学分析については、棚パレオ・ラボに依頼し、その報告をⅣ章に収録 した。

6.本調査にかかわる図面・写真・出土遺物等の資料は、富山市教育委員会埋蔵文化財センターで保管

している。

7.現地調査から報告書作成に至るまで、次の方々・機関の指導・助言・協力を得た。記 して謝意を表

します。

個富山市シルバー人材センター婦中支所、東老田自治会、老田地区センター、仰 日本テクニカルセ

ンター、lel新成田総合社

凡  例

1.挿図で使用する方位は真北、水平基準は海抜高、経緯度の数値は世界測地系である。

2.遺構の略号は、次のとおりである。

SB:掘立柱建物    SK:土 坑     SD:溝     Piピ ット

3.平面図及び写真図版の遺物番号は、出土遺物番号と一致する。
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I 遺跡の位置と概観

東老田 I遺跡は、富山市街地から南西約10kmの 富山市東老田地内に所在する。東老田地区は呉羽山丘

陵の西側に広がる射水平野の南奥部に位置し、南西にはなだらかな射水丘陵群が広がる。

遺跡の立地する射水平野は、東の神通川と西の庄川に挟まれた東西約1lkm、 南北約 7 kmの 範囲であ

る。縄文時代前期の縄文海進の頃、射水平野の大半にあたる海抜 5m付近までが海中に没し、その後の

気温低下に伴う海退の結果、放生津潟の周辺に湿原が現れた。平野部の標高は、放生津潟の水面とさほ

どの差がないため、川の流れが平野部で澱み、フゴ・アラワと呼ばれる沼沢地を形成した。その湿原の

植物が枯れて泥炭が堆積 し、現在の射水平野が形成された (小杉町教委 2002)。

今回の調査地は、遺跡範囲のほぼ中央部にあたり、主要地方道新湊・平岡線に隣接 している。遺跡の

周辺は水田や梨畑が広がる低地帯で、標高は4m前後である。

呉羽山丘陵から射水丘陵一帯にかけては、県内でも有数の遺跡集中地域として知られている。時代は

旧石器から近世に至 り、遺跡の種類 も集落跡、生産遺跡、墳墓など多岐にわたる。平野部では縄文時

代、弥生時代、古代の集落が形成され、丘陵部では傾斜地を利用 した製鉄炉、炭窯、須恵窯などの生産

遺構が数多 く確認されている。この丘陵部の生産遺構群は、その膨大さや一貫性から一大コンビナー ト

との評価がなされている (富山市教委 2000)。

東老田地区では、縄文時代、弥生時代にも小規模な集落の存在が認められるものの、主体は奈良・平

安時代の集落跡や生産遺構などである。特に注目される生産遺跡 としては、本遺跡から南西約2.2kmに

所在する奈良時代の栃谷南遺跡 (12)があり、瓦陶兼業窯や製鉄関連遺構などが確認されている。しか

し、 9世紀後半以降になると集落の減少と共に、生産遺構の形成も衰退する。

中世に入ると黒河尺目遺跡 (58)で集落跡、針原東遺跡 (52)で は方形館跡が確認され、その他、東老

田・中老田地区でも珠洲焼や陶磁器等の出土が見られることから、鍛冶川流域に広範な村落開発が行わ

れたことがわかる (楠瀬 1997)。

I遺跡位置図 (1/50,000)第 1図

-1-



爵勒
第 2図 東老 田 I遺跡 と周辺 の遺 跡 (1/25,000)

1東老田 1 2中老田Ⅷ 3中老田南Ⅵ 4中老田南 1 5中 老田南Ⅲ 6中老田南Ⅱ 7中老田南Ⅳ 8中老田南Ⅶ

9中老田南 V 10栃谷 ■中老田南Ⅷ 12栃谷南 13中老田 14中老田 B 15中 老田Ⅶ 16東老田Ⅱ 17東老田Ⅳ 18

東老田Ⅱ 19中老田 C 20砂川カタダ 21砂川 トクイノ 22東老田V 23花 ノ木 C 24花 ノ木 A 25花 ノ木 B 26西金

屋 H 27西金屋 28西金屋窯跡 29下堤 B 30古沢窯跡 31古沢窯跡 32古沢 33杉谷 G 34杉 谷古墳群 35境野新

36杉谷67 37杉谷 38杉谷Ⅲ 39杉谷 H 40杉谷Ⅱ 41北押川スガマ 42北押川1号窯跡 43西押川 44北押川・墓ノ段

45池多熊野社南 46池多西 47西二俣 48中老田V 49中老田Ⅵ 50中老田Ⅱ 51中 老田Ⅱ 52針原東 53黒河 。中老

田 54塚越貝坪 55畑総No16 56黒河新三十三塚 57畑総配17 58黒河尺 目 59黒河 60高木南 61住吉北 H 62吉作 1

号経塚 63吉作北Ⅳ 64住吉Ⅱ 65住吉古墓 66黒河尺 目西 67住吉神尾池 68花 ノ木 69住吉Ⅲ 70表野 71塚越大沢

Ⅱ 72塚越大沢 73畑総No23 74畑 総No22 75畑総No24 76古沢東 77古沢東窯跡 78古沢宮の山 79法尻道 80太 閤山

ランド内No19 81土代 82太 閤山ランドNo26 83住吉新堤北 84金草電化農場前 85住吉新堤西 86住吉新堤南 87金草

第一古窯跡 88金草 3号窯跡 89西金屋Ⅲ 90西金屋窯跡 91二番金草 A 92二番金草 B 93古 沢下堤池東 94西金屋

長尾塚古墳 95中老田 C 96西金屋スキー場 97古沢 A 98古沢 B 99草山 B 100椎± 101北野 102山 本
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Ⅱ 調査に至る経緯

東老田 I遺跡は、昭和63年～平成 3年に富山市教育委員会が実施 した市内の分布調査で発見された遺

跡である。その際には、縄文土器、土師器や須恵器、珠洲焼が採取され、縄文 (前 ・後期)。 奈良 。平

安・中世 。近世の散布地とされた。遺跡は配72東老田 I遺跡として富山市遺跡地図に登録され、周知の

埋蔵文化財包蔵地として知られることとなった。この時点での埋蔵文化財包蔵地の範囲は約324,000∬

である。

これまで個人住宅・店舗建設等開発に伴う試掘確認調査 。発掘調査を10件あまり実施 しており、平安

時代の粘土採掘坑などの遺構が確認されている。

平成17年 5月 、東老田地内において新栄建設株式会社から店舗建設計画について協議があり、999∬

について富山市教育委員会が試掘調査を実施 したところ、古墳時代の遺構・遺物の存在を確認した。

工事計画と調整 した結果、建物建設部分及び側溝部分478だの発掘調査が必要と判断された。発掘調

査は緊急を要 したため、民間発掘調査機関が担当し、富山市教育委員会坦蔵文化財センターが監理して

実施することで合意し、平成17年 9月 、新栄建設株式会社、市教委、ltl山武考古学研究所の三者で協定

を締結 した。同年 9月 26日 から発掘調査を着手、同年10月 15日 まで約 lヶ 月かけて実施 し、その後引き

続き出土品整理を行い、平成18年 7月 31日 に発掘調査報告書を刊行 して終了した。

(岩崎)

Ⅲ 調 査 の 概 要

1.調査の方法

発掘調査は、試掘調査の成果に基づき実施 した。調査区には公共座標 (第Ⅶ座標系)に基づ く10mの

方眼網を被せ、グリッド呼称は公共座標の下三桁を用いた。

表土除去は重機で行い、包含層掘削は人力で行った。遺構の平面図・断面図の作成はデジタル実測と

した。写真撮影は35mm白黒ネガ、35mmカ ラーポジ、6× 7判白黒ネガを使用 し、遺跡全体写真はラジコ

ンヘリによる空中撮影を実施 した。

2.調査の経過

調査は平成17年 9月 26日 ～同年10月 15日 まで実施し、調査経過の概略は以下のとおりである。

9月 26日  器材、施設等の搬入。調査区域を設定 し、重機による表土除去作業開始。28日  重機掘削終

了。公共座標設定。29日  包含層掘削並びに遺構検出作業開始。10月 3日 遺構検出作業を終了し、遺

構掘削開始。 4日  遺構断面実測開始。11日 遺構の掘 り下げ終了。遺構平面実測開始。13日 遺構実

測の全てを終了。空中撮影実施。15日 残務整理を行い、現地調査を終了する。

3.基本堆積土層

基本堆積土層の観察は、調査区の北壁において実施 した (第 3図 )。 遺物包含層は、調査区中央部で

は耕作によって消滅しているものの、調査区の北側と東側に僅かな堆積が見られる。 (黒岩)

I層 表土層 (耕作土 )

Ⅱ層 黒褐色粘質土 (遺物包含層)       4.00m

Ⅲ層 黄褐色粘質土 (遺構確認面)

Ⅳ層 灰白色粘土

V層 青灰色粘土

I

Ⅲ

Ⅳ

V
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第 3図 基本堆積土層図 (1/20)
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第 4図 発掘調査区域図 (1/2,500)

4.遺構

検出された遺構は、古墳時代中期を中心とした掘立柱建物 1棟、土坑21基、溝状遺構 4条、ピット24

基である。各遺構の分布状況は、中央地区の微高地上に掘立柱建物が建てられ、その北側に溝状遺構、

西狽Jと 北東側に土坑が点在 している。また、各溝状遺構は、調査区域が些少なため不明な′点が多いもの

の、調査区外の南北方向へと延びている。

(1)掘立柱建物跡

SB01(第 6図、図版 2)

微高地上のX470'Y-840区 に位置する。桁行 2間

軸方向はN-3° ―Eを示す。柱掘 りかたは略円形で、

は黒褐色粘質上の単層で、柱痕は確認されなかった。

(40m)、 梁間 1間 (2.6m)の 側柱式建物で、主

規模は径20～ 30cm、 深さ15～ 25cmで ある。覆土
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(2)土坑

SK01(第 7図、図版 2)

X470・ Y-840区 に位置する。平面形は略長方形を呈 し、規模は長軸1.47m、 短軸0.89m、 深さ15cm

である。底面は起伏 し、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は3層に分かれ、全層に責褐色粘質上がブロッ

クで混入 している。

SK02(第 7図、図版 2)

X480・ Y-850区 に位置する。遺構の西側が調査区外 となり全容は不明である。遺構の上部は悟鉢

状、下部は筒状に掘 り込まれてお り、規模は東西1.35m以上、南北2.25m、 深さ60～ 75cmで ある。覆土

は人為堆積で 6層に分かれる。遺物は高杯 (1,2)が 出土した。

SK03(第 7図、図版 2)

X480,Y-840区に位置する。平面形は隅丸長方形を呈 し、規模は長軸164m、 短軸0.51m、 深さ13

cmである。底面は起伏 し、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色粘質土を基調とし、 2層 に分かれ

る。

SK04(第 7図、図版 2)

X480,Y-840区に位置する。平面形は楕円形を呈 し、規模は長軸1.48m、 短軸0.82m,深 さ40cmで

ある。壁面は大きくオーバーハングし、底面は起伏 している。覆土は3層に分かれ、 1層に炭化材を含

む。遺物は高杯 (3・ 4)、 甕 (5。 6)が出土 した。

SK05(第 7図、図版 2・ 3)

X490,Y-850区に位置する。平面形は隅九長方形を呈 し、規模は長軸1.57m、 短軸0.65m、 深さ53

cmである。壁面は大きくオーバーハングし、底面は東から西へ向かって深 くなっている。遺物は高杯

(7)、 甕 (8・ 9)が出土した。

SK06(第 7図、図版 3)

X490。 Y-840区 に位置する。平面形は不整円形を呈 し、規模は長軸138m、 短軸1.15m、 深さ32cm

である。壁面は部分的にオーバーハングし、底面は2段に掘 り込まれている。覆土は6層に分かれ、 1

～ 8層に炭化材を含む。遺物は高杯 (10,11)、 甕 (12)、 甑 (13)が 出土した。

SK07(第 7図、図版 2)

SB01の 中央部に位置する。平面形は楕円形を呈 し、規模は長軸115m、 短軸0,75m、 深さ16cmで あ

る。覆土は2層に分かれる。

SK08(第 7図、図版 3)

X480・ Y-840区 に位置する。全体的に円筒形を成し、南側の上端にテラス状の浅い掘 り込みを有

する。規模は長軸1.47m、 短軸1.32m、 深さ81cmで ある。覆土は5層 に分かれ、 3層 に朽ち果てた自然

木、 5層 に腐植質が混入していた。遺物は高杯 (14～ 16)、 壼 (17)、 甕 (18,19)、 珠洲焼 (20)が 出

上した。

SK09(第 8図、図版 3)

X480・ Y-830区 に位置する。遺構の東側が調査区外 となり全容は不明である。規模は東西0,7m以

上、南北152m、 深さ18cmで、底面は起伏 している。

SK10(第 8図、図版 3)

X500。 Y-830区 に位置する。平面形は円形を呈 し、規模は長軸173m、 短軸1.45m、 深さ63cmで あ

る。壁面は部分的にオーバーハングし、底面は概ね平坦である。覆土は6層に分かれ、 4～ 6層 に腐植

質を含む。遺物は高杯 (21～ 24)、 器台 (25)、 壼 (26・ 27)、 小型壷 (28)、 奏 (29。 30)が出上 した。
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第5図 遺構全体図 (1/200)
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SKll(第 8図、図版 4)

X500。 Y-830区に位置し、遺構の北側が調査区外となる。全容は不明なものの、断面観察によっ

て埋め戻 しの後、規模を縮小 して土坑を再構築 し、 2期 に亘 り機能 した事が判明した。 1期の規模は

東西2,75m、 南北1.85m以上、深さ65cmで ある。壁面は部分的にオーバーハングし、底面は起伏 してい

る。 2期の規模は不明瞭なものの、断面観察地点では東西2.05m、 深さ50cmである。なお、 2期の遺構

底面 (5層 )に灰白色粘上が厚 く貼 られていることから、この時期では水溜的な機能を有 したものと

思われる。覆土は 1～ 5層が 2期、 6～ 8層が 1期である。遺物は高杯 (31・ 32)、 壼 (33)、 小型壼

(34)、 甕 (35)、 杯 (36)が 出土した。

SK12(第 8図、図版 4)

X500・ Y-820区 に位置する。遺構の北側が調査区外となり全容は不明である。平面形は略円形と考

えられ、規模は東西1.33m、 南北1.65m以上、深さ59cmで ある。壁面は大 きくオーバーハングし、底面

は概ね平坦である。覆土は 2層 に分かれ、下層に腐植質を多 く含む。遺物は壺 (37)、 甕 (38・ 39)が

出土した。

SK13(第 9図、図版 4)

X500。 Y-820区 に位置 し、 SK14を 切 り込んでいる。遺構の南側が調査区外となり全容は不明であ

る。規模は東西1.64m、 南北0.62m以上、深さ49cmで、底面は起伏 している。遺物は甕 (40)が 出上 し

た。覆土は5層に分かれる。

SK14(第 9図、図版 4)

X500・ Y-820区 に位置 し、 SK13に切 られている。遺構の南側が調査区外 となり全容は不明であ

る。規模は東西173m、 南北1.00m以上、深さ53cmで ある。壁面は大 きくオーバーハングし、底面は起

伏 している。覆土は 5層 に分かれる。

SK15(第 9図、図版 4)

X500・ Y-820区に位置する。遺構の主体は東方向に在ると考えられ、詳細は不明である。規模は東

西0.62m以上、南北1.25m以上、深さ■cmである。覆土は5層に分かれる。

SK16(第 9図、図版 5)

X490・ Y-820区 に位置する。遺構の西側が調査区外 となり全容は不明である。規模は東西046m、

南北1.56m、 深さ34cmである。覆土は2層に分かれ、上層の黒褐色粘質土に鉄分の沈着が見られる。

SK17(第 9図、図版 5)

X490。 Y-820区 に位置する。遺構の東端が調査区外 となり全容は不明である。平面形は円形と考

えられ、規模は東西1.40m、 南北2.10m、 深さ宅cmである。壁面は西側を中心に大きくオーバーハング

し、底面は起伏 している。遺物は高杯 (41～ 44)、 柱材 (45)が 出上 した。この柱材を測定試料 とし、

AMS法による放射性炭素年代測定を実施 した。

SK18(第 9図、図版 5)

X480・ Y-820区 に位置する。平面形は楕円形を呈 し、規模は長軸1.61m、 短軸1.25m、 深さ59cmで

ある。底面中央部は一段低 く掘 り込まれてお り、壁面は部分的にオーバーハングしている。遺物は高杯

(46)が 出上 した。

SK19(第 10図、図版 5)

X470。 Y-820区 に位置する。遺構の東側が調査区外 となり全容は不明である。規模は東西1.05m、

南北2.05m、 深さ68cmで、底面は起伏 している。

SK20(第 10図 )
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X500。 Y-850区 に位置する。遺構の大半が撹乱によって消滅 し、不明な点が多い。規模は東西025

m以上、南北1,18m、 深さ35cmである。覆土は2層に分かれ、上層に炭化材を微量含む。

SK21(第 10図 )

X500・ Y-850区 に位置する。平面形は略円形で、長軸062m、 短軸0.55m、 深さ52cmで ある。覆土

は黒褐色粘質上の単層である。

(3)溝状遺構

SD01(第 10図、図版 5)

X500・ Y-840区に位置する。方向はN-7° 一Wを示 し、規模は長さ1.26m以上、幅1.15m、 深さ49

cmで ある。底面は僅かに起伏 し、壁は垂直に立ち上がった後、悟鉢状に開く。覆土は6層に分かれ、下

層付近の堆積状況から水が流れていた様子が窺われる。遺物は壷 (47)が 出上 した。

SD02(10図、図版 5)

X500。 Y-840区に位置する。方向はN-10° 一Eを示 し、規模は長さ1.47m以上、幅0.35m、 深さ28

cmである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

SD03(第 10図 )

X500。 Y-830区 に位置する。方向はN-6° ―Eを示 し、規模は長さ125m以上、幅062m、 深さ10

cmである。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色粘質上の単層である。

SD04(第 10図 )

X500。 Y-830区 に位置する。方向はN-7° 一Eを示 し、規模は長さ1.38m以上、幅0.28m、 深さ11

cmで ある。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は黒褐色粘質上の単層である。

(4)ピ ット (第 5図、表 3)

ピットは24基が検出された。この内、 SB01の 周辺に存在するピット群は、掘立柱建物の一部を構成

する可能性がある。各ピットの規模等は、表 3に取 りまとめた。

5.遺構出土遺物 (第■～13図、図版 6～ 8)

出土土器は珠洲焼の甕が1点 (20)あ るものの、その他は全て古墳時代の上師器である。

SK02 1・ 2は高杯である。 1は中実柱状脚の裾部で、外面にヨコナデを施す。 2は脚部内面に段を

持ち、外面にナデを施す。

SK04 3,4は 高杯、 5・ 6は甕である。 3は「ハ」字状に開く脚部で、外面にヨコナデ、内面にハ

ケメを施す。 4は脚部で内面に粘土接合痕が残る。 5は長い口縁部が直線的に開き、端部を丸 く収め

る。 6は直立気味に伸びて途中で屈曲外反する口縁で、肩部内面に粘土接合痕が残る。

SK05 7は 高杯、 8・ 9は甕である。 7は脚部で内面に粘土接合痕が残る。 8は「く」字状口縁を持

ち、胴部外面に縦位のハケメを施す。 9は平底の底部で外面にナデ、内面にハケメを施す。

SK06 10。 11は高杯、12は甕、13は甑である。10は「ハ」字状に開 く脚部で、裾部で屈曲外反する。

外面にミガキを施 し、内面に粘土接合痕が残る。11は椀状に開く杯部で、下部にやや稜がある。12は胴

下部外面にケズリ、内面にハケメを施す。13は底部に径1.2cmの 円孔を穿ち、外面にナデ、内面にハケ

メを施す。

SK08 14～ 16は高杯、17は壷、18'19は 甕、20は珠洲焼である。14は「ハ」字状に開く脚部で、やや

丸みを持ち、裾部で屈曲外反する。外面にミガキを施す。15は「ハ」字状に開く脚部で、裾部で屈曲外

反する。外面にミガキを施 し、内面に粘土接合痕が残る。16は杯部が椀状で、下部にやや稜がある。

内外面にミガキを施す。17は有段口縁で、口縁部と凸帯端部にキザミ、タト面にナデ、内面にミガキを施

す。18,19は 「く」字状口縁を持ち、日縁部内外面にヨコナデ、胴部内外面にハケメを施す。20は甕の
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体部片で、外面に平行叩き、内面に方形状の当具痕が見られる。

SK10 21～24は高杯、25は 器台、26・ 27は 重、28は小型壷、29。 30は 甕である。21は 「ハ」字状に開

く脚部で、裾部が屈曲外反し、外面にミガキが施される。22は杯部下部に稜が見られ、脚部は九みを持

ち「ハ」字状に開く。23は柱状の脚部で、内面にケズリが見 られる。24は 「ハ」字状に開く脚部で、裾

部は弱 く屈曲外反する。25は杯部に内外面にヨコナデ、脚部外面にミガキを施す。26は 口縁下部に凸帯

を持つ有段口縁で、口縁部外面にハケメの後ヨコナデ、内面にハケメを施す。27は九底球胴の体部で、

肩部にナデ、胴部上位に横位ヘラケズリを施す。28は外方へ短 く直線的に伸びる口縁に、潰れた体部が

付 き、底部は平底である。胴部外面にナデ、下部に指頭圧痕が見られる。29は 「く」字状口縁で、日縁

端部を九 く収める。体部は球形に近い。30は 「く」字状口縁で、日縁下端～肩部にかけて指頭圧痕、体

部外面にハケメが見 られる。

SKl1 31・ 32は高杯、33は 壷、34は 小型壼、35は 奏、36は杯である。31は 「ハ」字状に開く脚部で、

裾部は屈曲外反する。32は杯部が椀状で、脚部は「ハ」字状に開き、脚部内面に段を持つ。杯部内外面

にナデ、脚部外面にミガキを施す。33は 丸底球胴の体部である。34は 外方へ直線的に伸びる口縁 を持

ち、胴部の最大径は中位にくる。35は 「く」字状口縁を持ち、胴部外面にハケメ、内面にナデを施す。

36は 口縁部が直立気味で、底部の接地面はやや扁平である。

SK12 37は壼、38。 39は 奏である。37は 有段口縁で、口縁部外面にヨコナデ、胴部外面にハケメを施

す。38は 「く」字状口縁を持ち、端部を丸 く収める。口縁部内タト面にヨコナデ、胴部内外面にハケメ、

肩部内面に指頭圧痕が見られる。39は 「く」字状の回縁を持ち、口縁端部を丸 く収める。□縁部外面に

ヨコナデ、胴部にハケメ調整の後ヘラによるミガキ状のナデを施す。

SK13 40は外反する奏の口縁部で、外面にハケメ、内面にミガキを施す。

SK17 41～ 44は高杯で、45は柱材である。41は杯部が椀状で、下端に凸帯を持ち、日縁端部がやや外

反気味である。42は杯部が直線的に開くタイプである。杯部内外面に赤彩、脚部上端に斜状のミガキを

施す。43は丸みを帯びて「ハ」字状に開く脚部で、裾部は大 きく屈曲外反 し長い。44は杯部が椀状で、

回縁端部が弱 く外反 し、脚部は「ハ」字状に開く。杯部は内外面にヨコナデ、脚部は外面にミガキ、内

面にハケメを施す。451よ 芯持の柱材で、下端を斧で削 り込んでいる。

SK18 46は高杯で椀状である。口縁端部が外反気味となり、下部に曖昧な段が見られる。内面にハケ

メの後、ヨコナデを施す。

SD01 47は壼の底部で、内外面に緻密なハケメを施す。
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Ⅳ 自然科学分析

土坑出土木製品の AMS法による放射性炭素年代測定

パレオ・ラボAMS年代測定グループ

小林紘―・丹生越子・伊藤茂・山形秀樹・瀬谷薫

Zaur Lorltatidze ・ Ineza」 oriOliani ・イ左々 木由香

1.は じめに

富山市東老田 I遺跡の SK17(粘土採掘坑)よ り検出された柱材について、加速器質量分析法 (AMS
法)に よる放射性炭素年代測定を行った。なお、試料の調整は山形、瀬谷、 Zaur、 Ineza、 測定は小

林、丹生、伊藤が行い、本文は佐々木、伊藤がまとめた。

2 試料と方法

測定試料の情報、調整データは表 1の とお りである。

試料は SK17の 覆土か ら出土 した柱材である。柱材は直径11～ 13cm程 の芯持九木材で、樹皮は残存

していない。試料は、山武考古学研究所により最外年輪付近から採取された。 SK17か らは柱材 と共伴

して土器が出土 してお り、これらの遺物は粘土採掘坑に廃棄されたことが考えられている。また土器の

年代は5世紀中頃とされている。

試料は調整後、加速器質量分析計 (パ レオ・ラボ、コンパク トAMSI NEC製 15SDH)を用いて測

定 した。得られたHC濃
度について同位体分別効果の補正を行った後、望C年代、暦年代を算出した。

表 1 測定試料及び処理

測定番号 潰跡 デ ー タ 試料 デー タ 前処理 測定

PLD 5790
遺構 :生産遺構
(粘土採掘坑 )

SK17

試料の種類 :生試料・材 (柱材 )

試料の性状 :最外年輪付近
状態 :wet
カビ :無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
(塩酸 12N,水酸化ナ トリウム

lN,塩酸 12N)

PaleoLabo:
NEC製 コンパ ク ト
AMS'15SDH

3.結果

表 2に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比 (∂
BC)、

同位体分別効果の補正を行ったHC

年代、
ИC年代を暦年代 に較正 した年代範囲、暦年較正に用いた年代値を、図 1に暦年較正結果をそれ

ぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦 年較

正を行うために記載 した。
MC年

代は AD1950年 を基点に して何年前かを示 した年代である。ИC年代 (yrBP)の算出には、
コC

の半減期 として Libbyの半減期5568年 を使用 した。また、付記 したMC年
代誤差 (± lσ )は、測 定の

統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の“C年代がそのMC年
代誤差内に入る確率が68.2%で

あることを示すものである。

なお、暦年較正の詳細は以下の通 りである。
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暦年較正

暦年較正 とは、大気中のHC濃
度が一定で半減期が5568年 として算出されたHC年

代に対 し、過去の宇

宙線強度や地球磁場の変動による大気中の望C濃度の変動、及び半減期の違い (望cの半減期5730± 40

年)を較正することで、より実際の年代値に近いものを算出することである。
MC年

代の暦年較正には OxCa13,10(較正曲線データ :INTCAL04)を使用 した。なお、 lσ 暦年代範

囲は、 OxCalの確率法を使用 して算出された望C年代誤差に相茎する68.20/O信頼限界の暦年代範囲であ

り、同様に2σ 暦年代範囲は9540/O信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲

内に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は“C年代の確率分布を示 し、二重曲線は

暦年較正曲線を示す。それぞれの暦年代範囲のうち、その確率が最 も高い年代範囲については、表中に

下線で示 してある。

表 2 放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果

測定番号
δ

ユ3c

(%。 )

14c年
代

(yrBP± lσ )

MC年
代を暦年代に較正した年代範囲 暦年較正用年代

(yrBP± lσ )lσ 暦年代範囲 2σ 暦年代範囲

PLD-5790 -25.36± 019 1645± 20 385AD (6820/0)430AD 330AD (903%)440AE
480AD (51%)530AD 1646± 22

4 考察

試料について、同位体分別効果の補正及

び暦年較正を行った。得 られた暦年代範囲

のうち、その確率の最 も高い年代範囲に着

目すると、それぞれより確かな年代値の範

囲が示された。

柱材の年代はMC年
代で1,645± 20yrBP、

暦年代では lσ (6820/Oの 確率)の年代範囲

で385-430calAD、 2σ (95.4%の確率)の
年代範囲で330-440calAD(90.30/0)で あっ

た。較正曲線をみると、 lσ の範囲にピー

クがみ られることか ら、 4世紀後半から5

世紀前半の年代範囲の確率が高い (図 1)。

測定 した試料は柱材の最外年輪付近から採取されたため、柱材 とされた木材の伐採年代とほぼ同じ年

代 と考えられる。柱材の廃棄された年代は、使用年代を加味すると木材の伐採年代とは開きがあること

が想定されるため、注意が必要である。

参考文献

Bronk Ramsey C  (1995) Radiocarbon Calibration and Analysis of Stratigraphy:The OxCal PrOgram,Radiocarbon,37(2),425-430

Bronk Ramsey C (2001)Development of the RadiocarbOn Program OxCal,Radiocarbon,43 (2A),355363

中村俊夫 (2000)放射性炭素年代測定法の基礎 日本先史時代の 14C年代 ,3‐20

Reimer P」 ,トンIGL Baillie,E Bard,A Bayliss,JW Beck,C Bertrand,PG Blackwel,CE Buck,G Burr,KB Cutler,PE Damon,RL Edwards,

RG Fairbanks,ふ/1 Friedrich,TP GuildersOn,KA Hughen,B Kromer,FGふ ンIcCormac,S卜 Ianning,C Bronk Ramsey,RW Reimer,

S Relmmele,JR Southon,ふ /1 Stuiver,S Talamo,FW Taylor,J van der Plicht,and CE Weyhenmeyer (2004)Radiocarbon 46,文 0291058
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図1 暦年較正結果
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V 総括

今回の調査によつて、古墳時代中期の掘立柱建物 1椋、土坑21基、溝状遺構 4条、ピット24基が検出

された。各遺構の分布状況は、中央地区の微高地上に掘立柱建物が建てられ、その北側に溝状遺構、西

側と北東側に土坑が点在 している。

1.遺構

掘立柱建物は桁行 2間、梁問 1間 の側柱式で、作業場的な施設である。 1棟 として取 り扱ったもの

の、この建物の周辺には配列を追うことができなかったピット群が点在 してお り、このピット群が新た

な掘立柱建物の一部を構成する可能性がある。

遺構の主体となる土坑は、壁面がオーバーハングして断面形がフラスコ状を呈するものが多く、灰 白

色粘土層 (Ⅳ層)も しくは青灰色粘土層 (V層 )ま で掘 り込まれ、その後の埋没過程では土器や木器が

廃棄されている。この様相から土坑群の多 くは粘土採掘坑と考えられ、その形状は略円形、略方形、不

整形 と様々である。また、粘土採掘法については、「第 1段階 竪坑の掘削の後、低部の粘土掘削。第

2段階 壁部分の粘土掘削。第 3段階 掘削坑の拡張及び旧坑の埋め戻 し。第 4段階 拡張部分の採

掘」 (原 1983)と いう見解があるが、当遺跡では第 1・ 2段階の方法によるものが主体的であり、第

4段階を踏襲したものはSK13・ 14と 思われる。

溝状遺構は、調査区域が些少であるため不明な点が多いものの、方向はいずれも南北方向を指向し、

土坑群の北西側において検出されている。機能的には、粘土採掘に係わる排水などを目的としたもので

イよなかろうか。

この様な状況から前述の遺構群は、古墳時代中期の粘土採掘に係わる生産関連遺構であり、その広が

りは掘立柱建物の北西方向を中心に廷びるものと推察される。

2.遺物 と年代

出土遺物は土師器の高杯、甕、壷を主体とし、甑、小型壺、杯などがある。高杯は、杯下部に凸帯 を

持ち一部に赤彩を施 したものも見られ、脚部は「ハ」字状で裾部は屈曲外反 しているものが多い。調整

はミガキが主体であるが、一部ハケメ調整後にヨコナデを施すものもある。甕は「く」字状口縁を持ち、

口縁端部を九 く収めるものが多いが、口縁部が直立気味に伸びて途中で屈曲外反するものが見られる。

調整はハケメを基本とし、ハケメ調整後にヘラによる丁寧なナデを施す もの、体部下半をヘラケズリす

るものがある。壺は口縁下部に凸帯状の段を持つ有段口縁で、17は 口縁部と凸帯端部にキザミが見られ

る。

この様な技法や器種構成、器種の特徴は、小矢部市五社遺跡 (富 山県文化振興財団 1998)の出土遺

物に類似 している。五社遺跡出土の上器群は、県中央では北野遺跡 と同時期に位置づけられ、北陸で は

南加賀地域を主体とした田嶋編年で、古墳時代 3様式 l期 (漆町編年11～ 12群)に該当するものと考 え

られている (三島 1998)。 よつて、当遺跡出上の土器群も、五社遺跡とほぼ同時期の5世紀中葉の所 産

と考えられる。

また、 SK17か ら出土 した柱材 (45)に ついて、 AMS法による放射性炭素年代測定を実施 した。 こ

の柱材は芯持丸木材で、樹皮は残存 していないものの、測定試料は最外年輪付近から採取 したもので、

測定試料は柱材とされた木材の伐採年代とほぼ同時期と考えられる。柱材の年代は、較正曲線を見ると

lσ の範囲にピークが見られることから、 4世紀後半～ 5世紀前半の年代範囲の確立が高いことが示 さ

れた。ただし、柱材が廃棄された年代は、使用年代を加味すると伐採年代 より新 しくなることから、前

述 した土器の年代により近づ くものと推察される。

-12-
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表3 ピッ トー覧表

遺構番号 位置 平面形状
計測値 (cm)

覆土 備考
長軸 短軸 深 さ

P01 X430・ Y-840 隋円形 1 黒褐色粘質土
P02 X470・ Y-830 円形 黒褐色粘質土 庄穴状
P03 X480・ Y-830 階円形 4[ 黒褐色粘質土
P04 X480・ Y-840 隋円形 つ

々 黒褐色粘質土 庄穴状
P05 X480・ Y-840 楕円形 翠褐色粘質土 庄穴状
P06 X480・ Y-840 円形 つ

々 黒褐色粘質土 住穴状
P07 X480・ Y-840 円形 尋褐色粘質土 柱穴状
P08 X480。 Y-840 円形

９
々

つ
々 黒褐色粘質土 柱穴状

P09 X480・ Y-840 円形 黒褐色粘質土 柱穴状
P10 X480・ Y-840 円形 つ

々 黒褐色粘質土 柱穴状
Pll X480。 Y-840 円形 黒褐色粘質土 住穴状
P12 X480・ Y-840 円形 黒褐色粘質土 住穴状
P13 X480。 Y-840 円形 黒褐色粘質土 住穴状
P14 X500・ Y-840 円形 1 黒褐色粘質土 住穴状
P15 X500・ Y-840 円形 黒褐色粘質土 柱穴状
P16 X500・ Y-840 円形

，
々

つ
々 黒褐色粘質土 庄穴状

P17 X500。 Y-830 円形 黒褐色粘質土 庄穴状
P18 K500・ Y-830 円形 24 黒褐色粘質土 陛穴状
P19 K490・ Y-820 円形 黒褐色粘質土 柱穴状
P20 X480・ Y-820 円形 黒褐色粘質土
P21 X480・ Y-820 円形 30 黒褐色粘質土 柱穴状
P22 X470・ Y-840 円形 1を 暗褐色粘質土 柱穴状
P23 X470・ Y-840 円形

つ
々

つ
々 1〔 黒褐色粘質土 柱穴状

P24 X470・ Y-830 円形
つ
々

つ
々 1 黒褐色粘質土 柱穴状

表 4 土器観察表

出土遺構 種別 器種
計測値 (cm)

胎 土 色 調 焼 成 持徴 備 考口 径 底 径 器高

と SK02 土 師器 高杯 微砂粒 浅責橙 良好 脚裾部外面 ヨコナデ
2 SK02 土師器 高杯 長石粒 灰 白 良 好 脚部外面ナデ
3 SK04 土師器 高 杯 微砂粒 にぶ い橙 不良 脚外面ヨコナデ、内面ハケメ

SK04 土 師器 高杯 石英細粒 浅責橙 良好

5 SK04 土師器 甕 (134) 長石粒 浅責橙 良好 外 面 ナ デ か

SK04 土師器 甕 (160) 石英粒 掲 灰 不良
7 SK05 土 師器 高杯 微砂粒 浅責橙 良好 外面摩耗

SK05 土師器 塞 (180) E55]
石英 長石粒を

含む細砂粒
にぶい橙 史好 胴部外面ハケメ

SK05 土師器 甕 微砂粒 にぶい褐 良好 外面ナデ、内面ハケメ

SK06 土師器 高杯 微砂粒 浅黄橙
や

良

や

不
脚部外面ミガキ

SK06 土 師器 高杯 (文40) 長石・石英粒 にぶい橙 良好 杯部内外面ミガキ

SK06 土師器 奏 砂粒、礫極少量 掲灰 不 良
胴部外面下半ヘラケズリ、内
面ハケメ

SK06 土師器 甑 石英粒 浅責橙 良 好 タト面ナデ、内面ハケメ
14 SK08 土師器 高 杯 石英微粒 浅責橙 良好 脚部外面ミガキ

SK08 土師器 高杯 石英 を含 む砂 粒 浅責橙 史好 脚部外面 ミガキ

SK08 土師器 高杯 (186)
微砂粒、海綿骨
針微畳

外 :黒

内 :に ぶい橙
良好 杯部内外面ミガキ 脚部破損後黒化

17 SK08 土師器 士空 石英主体の砂粒 にぶい褐 良好
口縁部と凸帯の端部にキザミ、
口縁部外面ナデ、内面ミガキ

SK08 土師器 甕 (162) 長石粒 にぶい褐～黒色 良好
口縁部内外面ヨコナデ、胴部
内外面ハケメ

SK08 土師器 奏 (174) 長石粒 にぶい褐 良好
口縁部外面ヨヨナデ、胴部内

外面ハケメ

SK08 珠洲 焼 甕 精良 緻密 オリーブ灰 良好 外面平行叩き
SK10 土師器 高杯 (119) 白色小礫少量 にぶい褐～黒 良 好 脚部外面 ミガキ
SK10 土師器 言 杯 微砂粒 浅責橙 良好 外 面 磨 耗

SK10 土 師器 高杯 長石礫 浅責橙 良好 脚部外面ミガキ、内面ケズリ
SK10 土師器 高杯 石英 長石粒 浅黄橙 良好 脚部外面ミガキ

SK10 土師器 器台 (125) 長石 石英粒 褐灰 良好
杯部内外面ヨコナデ、脚部外
面ミガキ

-13-



出土遺構 種別 器種
計測値 (cm)

月台土 色 調 焼成 特徴 備考
口径 底 径 器高

SK10 土師器 〓空 (154)
微砂粒、海綿骨

針微量
浅責橙 良好

口縁部外面ハケメ後ヨコナデ、

内面ハケメ

SK10 土師器 一霊 [130] 長石 石英粒 明褐灰 良好
肩部ナデ 胴上部横位ヘラケ

ズリ
胴下半部器面剥離

SK10 土師器 小型壷 74 石英粒、海綿骨針 浅責橙 良好 胴部外面ナデ、下端指頭圧痕

Sとこ10 土師器 甕
長石粒、海綿骨

針微量
褐 灰 良好

口縁部ヨコナデ 胴上部ナデ

胴中位ヘラケズリ 胴下半都
ハケメ、底部ヘラケズリ

SK10 土師器 奏 (193) 長石・石英微粒
外 :黒

内 :に ぶい橙
良好 杯部外面ハケメ

SKll 土師器 高杯 (12⑪ 長 石 粒 、灰 色 礫 にぶい橙 不良 脚裾部ミガキ

SKll 土師器 高杯 (164)
長石 石英粒、

海綿骨針微量
浅責橙 良好

杯部内外面ナデ、脚部外面ミ

ガキ

SKll 土師器 一笠 細砂粒 にぶい褐～橙 不 良 丸底

SKll 土師器 小型壷 (100) 長石粒 にぶい橙 良好 外面ナデ 内面 黒 化

SKH 土師器 奏 (160)
石英 長石粒を

含む細砂粒
浅責橙 良好 胴部外面ハケメ、内面ナデ

SKll 土師器 杯 微砂粒 明褐灰
や
良

や

不

外面ナデ、九底の接地面やや

平底気味

SK12 土師器 笠 長石を含む細砂粒 明褐灰 良好
口縁部外面ヨコナデ、胴部外

面ハケメ

SK12 土師器 奏 170
長石 石英粒を

含む砂粒

外 :黒

内 :褐灰
良好

口縁部内外面ヨコナデ、胴部

内外面ハケメ
胴部外面煤付着

SK12 土師器 甕 [285] 砂粒多量
外 :黒～掲

内 :に ぶい橙
良好

口縁部外面ヨヨナデ、胴部ハ

ケメ調整後ヘラによるミガキ

状のナデ

SK13 土師器 賽 (260) 微砂粒、海綿骨針 褐灰 良好 口縁部タト面ハケメ、内面ミガキ

SK17 土師器 高杯 208
石英粒を含む細

砂粒
浅黄橙 良好

杯部外面ヨヨナデ、脚部ミガ

キ、杯部内外面 脚部赤彩

SK17 土師器 高杯
石英粒、海綿骨

針微量
にぶい橙 良好

杯部内外面赤彩、脚上部斜位

のミガキ

SK17 土師器 高杯 (15① 長石粒 浅責橙
や

良

や

不

SK17 土師器 高 杯
石英・長石粒、

海綿骨針微量
浅責橙 良好

杯部口縁部ヨコナデ、脚部外

面ミガキ

Sどこ18 土師器 高 杯 長石粒 明褐灰 良好 杯部内面ハケメ後 ヨコナデ

SD01 土師器 士霊 長石粒 灰 白 良好 胴部内外面ハケメ

※計測値欄の ()は推定値、[]は現存値を示す。

表5 木製品観察表

遺物番号 出土遺構 出土層位 種 別 木取 り 長さ (cm) 径 (cm) 備考

45 SK17 覆土 柱材 芯持丸材 柱根

参考文献

原 雅信ほか 1983 『薮田東遺跡』 群馬県考古資料普及会

楠瀬 勝監修 1997 F/1ヽ杉町史通史編』 小杉町役場

富山県文化振興財団 1998 『五社遺跡発掘調査報告』

富山市教育委員会 2000 『富山市中老田 C遺跡発掘調査報告書J

富山市教育委員会 2002 『東老田H遺跡J

富山市教育委員会 2002 『富山市栃谷南遺跡発掘調査報告書Ⅲ』

富山市教育委員会 2002 『富山市水橋荒町・辻ヶ堂遺跡発掘調査報告書』

小杉町教育委員会 2002 『黒河・中老田遺跡発掘調査報告書』

富山市教育委員会 2005 『富山市願海寺城跡発掘調査報告書』
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4
A'

SK01
1 黒褐色粘質土 黄褐色粘質土を少量 (φ 5～ 10mm)含 む。

2 灰褐色砂質土 黄褐色粘質土を (ゅ 5～ 10mm)含 む。

3 黒褐色粘質土 責褐色粘質土を少量 (φ 15～ 20mm)含 む。

SK04

A

生 L=450m

SK03                
〆

2

SIC03
1 黒褐色粘質土
2 黒掲色粘質± 1よ り色調やや明るい。

|A L=450m
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A L=440m

SK07
1 黒褐色粘質土 黄褐色粘質土 (φ 2～ 10m)を少畳含む。
2 黒褐色粘質土 と白色粘土の混合土

l 黒褐色粘質土 責褐色粘質土 (φ 2～ 5 mm)、 炭化材 (ゅ 2～ 3 mm)を 含む。

2 灰褐色粘質土 多畳の灰白色粘土、少量の炭化材を含む。

3 黒褐色粘質土 多量の炭化材、少量の灰白色粘土 を含む。

4 黒褐色粘質土 と灰白色粘上の混合土

5 黒褐色粘質土 灰白色粘土 (φ 2～ 10mm)を含む。

6 灰色粘質土

遺構平面図及び断面図 (1/40)

灰色色粘土、黄褐色粘質上を多く含む。
責褐色粘質土 (φ 10～ 30mm)を含む。

SK08

A

」

A L=430m

1 暗褐色粘質土 黄褐色粘質土 (ゅ 2～ 10mm)を含む。
2 黒褐色粘質土 炭化材 (φ 2～ 5 mm)を 含む。

3 黒褐色粘質土

4 黒褐色粘質土

5 黒IBJ色粘質土 腐植質を含む。

0                      2m

だ
一

＼
＼
彰

L=440m

界 7図  SK01～ 08
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SK09

A
廿

SK10

AL=413Clm

A L=460m

SK09
1 黒褐色粘質土
2 黒褐色粘質土 炭化材 (ゅ 2～ 5 mm)を 少量含む。

1 黒褐色粘質土
2 暗褐色粘質土

3 黒色粘質土
4 黒色粘質土 腐植質を含む。
5 黒色土 腐植質、黄褐色粘上を含む。
6 黒色土 腐食質を含む。

SKll
l 黒褐色粘質土
2 黒褐色粘質土 黄褐色粘質土 (φ 10～ 20mm)を含む。

3 黒褐色粘質土

4 暗褐色粘質上

5 灰白色粘土

6 暗褐色粘質土
7 黒褐色粘質土 灰白色粘土 (φ 5～ 20mm)を含む。

8 黒褐色粘質土

第 8図  SK09～ 12 遺構平面図及び断面図 (1/40)

SK12
1 黒褐色粘質土

2 黒褐色粘質土 腐植質を少量含む。

0                                     2m

SK10

L=430m
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Ａ

辞 SK13
1 黒褐色粘質土

2 黄褐色粘質土 と灰白色粘上の rl■合土。

3 黄褐色粘質土と灰白色粘上の混合土。
4 黒褐色粘質土

5 黄褐色粘質土

SK14
1 黒褐色粘質土 鉄分沈着。
2 黒褐色粘質土

3 灰白色粘土を主体 とし、黒褐色粘質土を少量含む。
4 3層 に近似する。

5 黄褐色粘質土

SK18

AL=450m

SK18
1 黒褐色粘質土
2 黒褐色粘質土 黄褐色粘質土 (φ 5～ 10ma)を 含む。鉄分沈着。
3 黒褐色粘質土 灰白色粘土 (ゅ 5～ 30mm)を含む。
4 黒褐色土 灰白色粘土 責褐色粘土 (φ 5～ 50mm)。

5 黒褐色粘質土 炭化材 を少量含む。

▲ L=420m

SK15

Ａ
一

L=430m

SK17

AL=4211m

SK15
1 暗褐色粘質土

2 灰褐色粘質土

SK14

SK16

AL=430m

」

SK16
1 黒褐色粘質土 鉄分沈着。
2 黒褐色粘質土

SK14

SK17
1 暗褐色粘質土
2 黒褐色粘質土

3 黒褐色粘質土

4 黒褐色粘質土

→

灰 白色粘土、黄褐色粘質土を多 く含む。

黄掲色粘質土 (φ 10～ 501n)を 含む。

0                       2m

第 9図  SK13～ 18 遺構平面図及び断面図 (1/40)
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SK19

SD03

」

SK19
1 黒褐色粘質土 責掲色粘質土 (φ 10～ 301a)を 含む。

SD01
1 黒褐色粘質土
2 暗褐色粘質土
3 黒褐色粘質土
4 暗褐色粘質土

5 黒褐色粘質上

6 灰褐色砂質土

AL=440m
SD03
1 黒褐色粘質土

SK20

■    二

SK20
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第12図  SK10・ 11出土遺物 (1/3)
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第13図  SK12・ 13・ 17・ 18・ SD01出土遺物 (1/3)
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コー ト
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因市町村 遺跡番号

富山市東老田 I遺跡 富山市東老田 162019 201072
36度
42分
26々少

度
分
秒

３

０

４

20050926

∫
20051015

478■正
店舗建設工事に伴

う事前調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

東老田 I遺跡 生産関連遺跡

古 墳

中 世

掘立柱建物  1棟
土坑    21基
溝状遺構   4条
ピット    24基

土師器 高杯・壼・甕
木 器 柱材

検出された土坑の多 くは、古
墳時代中期の粘土採掘坑であ
り、覆土 中か ら高杯、壺、甕
等が出土 した。掘立柱建物や
溝状遺構 について も、粘土採
掘に関連 した生産遺構 と考え
られる。

珠洲焼 甕

不 明 ピット

要 約

調査の結果、本遺跡は古墳時代中期の粘土採掘を行った生産遺跡であることが判明 した。この生
産遺構は、掘立柱建物や粘土採掘坑、溝状遺構から構成されてお り、その広が りは遺跡の北東方
向を中心に延びるものと推察される。粘土採掘坑には高杯、壺、甕といった多 くの土器が廃棄さ
れてお り、 SK17で は高杯に共伴 して柱材が出上 している。今回、この柱材 を用いて AMS法に
よる放射炭素年代測定を実施 した。測定資料は柱材の最外年輪付近から採取 したもので、柱材 と
された木材の伐採年代 とほぼ同じ年代 と考えられる。測定の結果、較正曲線を見るとlσ の範囲
にピークが見 られることから、 4世紀後半から5世紀前半の年代範囲の確立が高いことが示され
た。土器による年代は5世紀中葉 と考えられ、測定値 とはやや開きがある。 しか し、柱材の廃棄
された年代は、使用年代を加味すると木材の伐採年代 とは開きがあることが想定されている。
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